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１．ジョージア工科大学での研究活動	

	 Dr.	Edward	Botchwey の研究室では、免疫反応を用いたバイオマテリアルの開発を目的としており、私

はナノファイバーとハイドロゲルの作成に携わりました。ナノファイバーの研究では、構成繊維の溶液

の種類、割合をそれぞれ変えることで、合計 13 種類のナノファイバーをエレクトロスピニング法を用い

て作成し、最も優れたナノファイバーを調べました。この研究では失敗が多く、成功するための条件の

変え方について学ぶことができました。ハイドロゲルの研究では、ある仮説を三週間にわたり検証しま

した。このとき、培養にハイドロゲルを利用しました。この研究から、マクロファージや MSCs といった

細胞の培養方法、メディアの交換方法、エクソソームの分離のやり方といった様々な技術を身に付ける

ことができました。	

	 また、主に二つの研究以外にも、この研究の背景知識となるマウスの VML 損傷の大きさが 2	mm と 3	mm

での自然治癒の違いについて調べるためにマウスの手術を見学したり、ナノファイバーにについて書か

れた論文をジャーナルクラブで発表しました。このような研究を通じて、私はバイオマテリアルについ

ての基礎知識はもちろん、細胞やマウスの扱い方、英語で発表することに慣れることができました。ま

た、共同研究していた 6 人はもちろん、毎日研究室に行き、週一回研究室会議に参加することで、研究

室のメンバーとも仲良くなり、研究室でのコミュニケーションの取り方について学ぶことができました。	

	

２．研究活動における日米の違い	

	 私が配属された研究室では、コアタイムという言葉は全く存在せず、毎日研究室に来ている学生は少

なかったです。リモートで研究をしている学生も多く、数時間実験して自宅で結果をまとめているよう

でした。一日で 3 人しか会わないときもあれば、２０人ぐらい研究室にいる日もあり時間に縛られてい

なくて面白いと思いました。毎週行われる研究室会議では、各自一週間の研究内容について発表し、鋭

い質問が飛び交っていました。このとき、ピザやお菓子を自由に食べることができて、日本との違いを

実感しました。	

	 日本では研究室に配属されるのが 3 年後期もしくは 4 年前期だと思うのですが、アメリカでは学部 1

年生から研究室に配属できる点が良いなと思いました。また、学部生の夏休みに他の大学の研究室で長

期インターンシップをしている学生がいて、学部生の間に本格的に研究できる環境があり羨ましかった

です。	

	

３．米国の文化・生活面での発見・苦労等	

	 初めてのアメリカだったので不安しかありませんでしたが、実際に行ってみると楽しくてもっと滞在

したいと感じるほどでした。	

	 治安に関しては、気を付けていれば怖い思いはしないと思います。例えば、Fellows のみんなとアプリ

をダウンロードしてお互いの位置情報を常に共有したり、一人で歩くときには「今からどこに向かうの

で、到着したら連絡します。」とメッセージを送ったりして気を付けていました。また、歩くときには適

度に後ろを振り返って確認したり、安全なキャンパス内を通って登下校していました。	

	 食事について、朝はホテルの食事、昼はサンドイッチを作ってラボに持参していました。夜は自炊も



していましたが、アトランタの友人と食事に行くことが多かったです。また、アメリカでは外食して食

べきれなかった分を持って帰ることができる文化があり、持って帰って次の日の夕食にしていました。	 	

	 友達もできるか不安でしたが、たくさんの友達ができました。私は英語を話すことに全く自信があり

ませんでしたが、今回は語学留学ではなく、研究留学だと腹をくくり、積極的に研究内容について質問

したり、アメリカの就職活動や、休日の過ごし方について話し合ったりしました。そのおかげで、研究

室のメンバーと仲良くなることができました。また、いろんなイベントに参加することで、Gatech の学

生と話す機会を作り、日本に帰国してからも zoom を使って連絡を取りあっています。	

	

４．本プログラムに参加の成果・意義	

	 このプログラムに参加したことで、海外で研究することに対して自信がつきました。参加前は、日本

で研究をしたことがない学生がアメリカの研究室に配属されて大丈夫なのかと不安でしたが、実際に行

ってみると、研究室の学生がみんな優しくて、無事に成果発表会を迎えることができました。PhD を海外

で取得することを目標としているため、PhD 取得を目指す学生と同じ場所で過ごし研究ができたこと、ま

た、同じ目標を持つ学部生と一緒に、お互いの将来について語り合えたことは、日本ではできない貴重

な体験でした。	

	 そして、日本でのビザの取得のときからお互い協力して、いろんなトラブルを乗り越えてきた	Fellows

に出会えたことです。5 週間、fellows のみんながいてくれたから得られた経験がたくさんあり、心強く、

悩みを相談して何度も支えてもらいました。話し出すと止まらなくなって、毎晩、何時間も語り合って

いたことが、日本に帰国後できなくなり残念です。個性豊かな fellows に出会えたことが宝物です。	

	

５．その他	

	 コロナ禍でアメリカに行くことに不安がなかったといえば噓になるのですが、小川さん、Nicole さん、

高山先生、Soojung さん、そして fellows のみんながいればなんとなると思って出発しました。実際に行

ってみると、楽しいことばかりでもっと研究がしたいと思う毎日でした。	

	 学部 3 年の夏、この時期に Gatech の Dr.	Botchwey 研究室で研究ができたことに感謝の気持ちでいっ

ぱいです。このような貴重な機会を与えてくださった中谷財団の皆さま、Gatech のホストラボの方々、

そして大阪府立大学の皆さまに大変感謝申し上げます。	

	


